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シ
ド
ニ
ー
の
基
礎
情
報 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

の
州
都
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
。
位
置
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
大
陸
の
南
西
沿
岸
、
南
緯
三
十
四
度
・

東
経
百
五
十
一
度
。
時
差
は
プ
ラ
ス
一
時
間
。

市
の
人
口
は
約
四
百
万
人
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

全
体
で
は
約
二
千
万
人
）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最

大
、
最
古
の
都
市
で
あ
り
、
世
界
三
大
美
港
を

抱
え
る
湾
岸
都
市
で
も
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
一

七
七
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ

ク
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
を
発
見
し
、
シ
ド

ニ
ー
に
上
陸
、
こ
こ
を
拠
点
に
開
拓
を
は
じ
め

た
の
が
、
シ
ド
ニ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
始

ま
り
で
あ
る
（
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
な
ど
先
住
民
は

既
に
い
た
）。 

近
年
で
は
、
世
界
の
国
々
で
海
外
旅
行
行
先

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に
位
置
し
て
お
り
、
世
界
中

か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
国
際
的
な
観
光
都
市
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
か
ら
も
当
然
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
名
古
屋
市
の
友

好
姉
妹
都
市
で
も
あ
る
。 

今
回
の
滞
在
中
は
シ
ド
ニ
ー
の
市
街
地
を
中

心
に
見
て
回
っ
た
。 

 

シ
ド
ニ
ー
の
街
並
み 

シ
ド
ニ
ー
の
市
街
地
は
、
複
雑
に
入
り
組
ん

だ
湾
内
の
岬
の
上
に
形
成
さ
れ
、
商
業
施
設
を

中
心
と
し
た
高
層
ビ
ル
群
が
所
狭
し
と
建
っ
て

い
る
。
こ
の
市
街
地
は
、
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト

に
造
ら
れ
て
い
て
、南
北
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

東
西
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
徒
歩
で
も
十

分
に
対
応
で
き
る
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
。
地
元
交

通
に
不
慣
れ
な
観
光
客
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
で

あ
る
。 

市
街
地
を
歩
い
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
シ

ド
ニ
ー
タ
ワ
ー
（
南
半
球
最
高
三
百
五
メ
ー
ト

ル
）
な
ど
近
代
的
な
ビ
ル
に
混
じ
っ
て
、
ま
ち

の
所
々
に
十
八
〜
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
植
民

地
時
代
に
建
て
ら
れ
た
歴
史
的
な
建
築
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
は
単
な

る
見
学
施
設
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
博
物
館

な
ど
建
設
当
初
か
ら
今
も
変
わ
ら
ず
利
用
さ
れ

て
い
る
も
の
や
、
外
観
は
そ
の
ま
ま
に
内
装
を

変
え
て
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ

と
再
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
そ
の
活
用
に

も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
こ
う
い
っ
た
古
い
建
築
な
ど
を
積
極
的

に
保
全
・
活
用
し
て
お
り
、
重
要
な
観
光
資
源

と
し
て
、
ま
た
ま
ち
の
景
観
資
源
と
し
て
魅
力

を
向
上
さ
せ
て
い
る
。 

特
に
、
ロ
ッ
ク
ス
と
い
う
地
区
は
、
シ
ド
ニ

ー
開
拓
の
拠
点
と
し
て
入
植
当
時
に
労
働
者
が

住
ん
で
い
た
場
所
で
あ
り
、最
も
歴
史
が
古
い
。

こ
こ
で
は
一
九
七
〇
年
以
降
、
街
並
み
が
整
備

さ
れ
、
当
時
の
住
宅
や
倉
庫
の
修
復
・
復
元
が

施
さ
れ
、
今
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
み
や
げ
物
屋
な

ど
と
し
て
利
用
さ
れ
、
観
光
名
所
と
な
っ
て
い

る
。 

 自
然
と
調
和
し
た
ま
ち 

湾
岸
に
ま
ち
が
形
成
さ
れ
て
い
る
シ
ド
ニ
ー

で
は
ま
ち
づ
く
り
に
、
海
か
ら
の
視
点
や
緑
を

う
ま
く
取
り
入
れ
、
自
然
と
の
調
和
を
図
っ
て

い
る
。 

シ
ド
ニ
ー
市
街
の
ビ
ル
群
は
、
海
か
ら
の
眺

め
も
美
し
く
、
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
も
人
気
の

定
番
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
見
る

と
全
体
と
し
て
高
さ
の
調
整
が
図
ら
れ
て
い
て
、

海
か
ら
の
景
観
を
意
識
し
て
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
有
名
な
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
も
海
か

ら
見
た
ほ
う
が
美
し
い
。 

都
心
に
隣
接
す
る
ダ
ー
リ
ン
グ
ハ
ー
バ
ー
と

い
う
港
で
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発
が

進
め
ら
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
レ
ス

ト
ラ
ン
、
博
物
館
な
ど
多
種
多
様
な
施
設
が
港

を
囲
む
よ
う
に
立
ち
並
ん
で
い
る
の
だ
が
、
ど

の
建
物
も
海
側
を
正
面
に
し
て
お
り
、
海
と
一

体
と
な
っ
た
開
放
感
が
あ
る
。
こ
こ
は
市
民
や

観
光
客
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ト
リ

ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
郊
外
に
広
が
る
住
宅
地
も
、
家
々
の

屋
根
色
が
統
一
さ
れ
る
な
ど
、
緑
や
海
の
自
然

に
溶
け
込
む
よ
う
な
美
し
さ
が
あ
り
、
自
然
と

の
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
。
飛
行
機
の
窓
か
ら

眺
め
る
と
そ
の
美
し
さ
が
よ
く
分
か
る
。 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ド
ニ
ー
は
様
々
な
調

査
で
も
「
住
み
た
い
」
場
所
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

位
に
あ
り
、
実
際
、
世
界
中
か
ら
の
移
民
や
日

本
か
ら
の
移
住
者
も
多
い
。
そ
の
魅
力
の
ひ
と

つ
が
こ
の
よ
う
な
自
然
と
の
調
和
か
ら
生
ま
れ

る
環
境
の
よ
さ
で
あ
っ
た
り
、
景
観
的
な
美
し

さ
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
シ
ド
ニ
ー
と
い
う
ま

ち
は
滞
在
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
よ
さ
が
わ

か
る
ま
ち
だ
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ブリキの人形になり固まっていたストリー

トパフォーマー。海を背景に様々な楽しいパ

フォーマンスが人々を和ませていた。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
歴史的な街並みの残るロックス地区では週

末にフリーマーケットが開かれる。観光客を

はじめ結構多くの人でにぎわっていた。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
大英帝国を思い起こさせる砂岩建築物。この

ような歴史的な建物が都心に点在し、今も使

われている。これはショッピングセンター。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
言わずと知れたオペラハウス。国を代表する

建築物として世界中で知られている。さて質

問、日本を代表する建築物は？ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
着陸前に飛行機の窓から見えたシドニー郊

外の住宅地。水と緑と家が見事にマッチして

いる。日本にはない美しさである。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
シドニーのまちは海の青、空の青によく映え

る。ビル群は全体としてもデザインされてお

り、ひとつの山のような美しさがある。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
都心脇に広がる王立植物園。絵葉書のような

美しさの中でくつろぐ人々がいた。きっと至

福のくつろぎを味わっているのだろう。 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
を
訪
れ
て 

 

～
十
五
周
年
社
員
研
修
旅
行
よ
り
～  

櫻
井 

高
志 

ス
ペ
ー
シ
ア
創
立
十
五
年
を
記
念
し
、
今
年
は
海
外

を
目
的
地
に
選
定
し
ま
し
た
。
行
先
は
赤
道
を
越
え
南

半
球
へ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
シ
ド
ニ
ー
で
す
。
六
月

末
に
四
泊
五
日
と
少
々
長
め
の
旅
程
で
訪
れ
ま
し
た
。

移
動
時
間
は
名
古
屋
か
ら
乗
り
継
ぎ
を
含
め
飛
行
機
で

十
時
間
余
り
。
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
は
ス
ペ
ー
シ
ア
、
せ
き
た
て
ら
れ
な
が

ら
も
、
シ
ド
ニ
ー
の
ま
ち
を
目
か
ら
、
口
か
ら
、
そ
し

て
肌
を
通
し
て
、
じ
っ
く
り
と
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
そ
の
シ
ド
ニ
ー
で
見
て
、
感
じ
た
ま
ち

の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。 


